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最
近
の
米
國
難
誌
に
覗
わ
れ
た
ソ
聯
邦
研
究
に
つ
い
て
（
一
）

屡
壁

最
近
の
米
國
雑
誌
に
現
わ
札
た

ソ
聯
邦
研
究
に
つ
い
て
（
ご

中
澤
精
次
郎

　
本
稿
は
戦
後
米
国
に
お
け
る
ソ
連
邦
研
究
に
つ
い
て
の
雑
誌
論
文
を
概
麹
す

る
・
こ
こ
に
紹
介
し
得
た
論
文
は
、
立
教
大
学
附
属
ア
メ
リ
カ
研
究
所
及
び
C
・

1
・
E
日
比
谷
図
書
館
に
お
い
て
入
手
し
た
一
九
四
六
年
以
降
現
在
に
至
る
ま

で
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
本
稿
に
取
扱
い
得
な
か
っ
た
論
文
及
び
今
後

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
で
あ
ろ
5
こ
の
種
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
少
く
と
も
年

一
度
の
機
会
を
得
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
Q
さ
さ
や
か
な
試
み
で
は
あ
る
が
、

本
稿
が
ソ
連
邦
研
究
の
一
助
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
Q
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い
と
略
す
）

（
1
）
及
び
（
2
）
の
論
文
は
、
ソ
ヴ
エ
ッ
ト
国
家
経
済
が
対
外
貿
易
に
依
存

す
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
必
要
と
し
な
い
点
を
指
摘
す
る
。
即
ち
ソ
連
邦
は
対
外

政
策
の
よ
り
効
果
的
な
遂
行
上
こ
れ
に
附
随
的
に
、
叉
極
め
て
部
分
的
で
は
あ

る
が
技
術
的
改
良
の
必
要
を
充
す
範
囲
に
お
い
て
の
み
、
非
社
会
主
義
国
と
の

通
商
関
係
を
結
ぶ
の
で
あ
る
。
し
た
が
ワ
て
、
こ
の
対
外
貿
易
が
国
家
経
済
の

要
求
に
全
面
的
に
基
い
て
営
ま
れ
な
い
が
故
に
、
こ
の
内
に
あ
る
種
の
柔
軟
さ

を
認
め
る
。
こ
の
柔
軟
さ
と
は
外
な
ら
ぬ
ソ
連
邦
の
対
外
政
策
の
一
班
を
表
示

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
得
る
（
－
）
、
（
2
）
Q
し
か
し
て
対
外
貿
易
の

当
事
者
は
言
う
ま
で
も
な
く
主
権
国
家
の
枠
を
通
じ
て
こ
れ
に
参
加
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
法
律
上
極
め
て
複
雑
な
危
険
負
担
の
問
題
が
発
生
し
て
来

る
（
3
）
Q
ま
し
て
ソ
連
邦
の
様
に
国
家
自
ら
が
当
事
者
乏
し
て
契
約
に
参
加
す

る
場
合
、
問
題
は
更
ら
に
複
雑
化
し
て
来
る
の
で
あ
る
（
3
）
。

　
前
述
は
ソ
連
邦
と
非
社
会
主
義
国
と
の
交
易
の
問
題
で
あ
る
が
、
共
産
、
王
義

勢
力
圏
内
諸
国
と
の
交
易
は
如
何
で
あ
ち
ろ
か
。
こ
の
場
合
、
主
と
し
て
対
象

と
な
る
国
家
は
所
謂
ソ
連
邦
衛
星
諸
国
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
主
題
的
に
取
扱
っ

た
研
究
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
Q
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ソ
連
邦
と
衛
星
諸
国
と
の
経
済
的
関
係
は
、
衛
星
諸
国
に
対
す
る
支
配
権
力

の
維
持
強
化
を
・
基
礎
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
言
弓
考
慮
の
上
に
結
ば
拠
て
い

る
こ
と
が
強
く
指
摘
さ
れ
る
m
7
4
W
訟
8
5
冷
9
6
の
、
。
し
た
が
つ
て
ソ
聯
邦
と
衛
星
諸

国
と
の
交
易
及
び
そ
の
他
の
経
済
関
係
が
・
あ
る
面
よ
り
は
衛
星
諸
国
搾
取
と

し
て
、
他
面
か
ら
見
る
と
そ
れ
は
経
済
の
8
≦
①
江
轟
泣
o
⇒
と
し
て
、
認
め
得

る
よ
ろ
な
性
格
を
持
つ
て
い
る
の
で
あ
る
m
8
4
W
D
（
艶
い
（
7
）
、
。
し
か
し
衛
星
諸
国

自
休
は
、
非
社
会
主
義
諸
国
と
の
交
易
を
決
し
て
必
要
と
し
な
い
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
少
か
ら
ぬ
経
済
的
要
求
を
持
つ
Q
そ
し
て
、
そ
の
一
部
分
が
ソ
連
邦
を

通
じ
て
の
み
充
足
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
Q
こ
こ
に
ソ
聯
邦
が
衛
星
諸
国
を
経

済
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・
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奔
～
ミ
璽
風
象
や
9
ミ
．
鳶
蕊
國
萄
き
ミ
（
以
下
9
と
略
す
）

　
次
ぎ
に
東
欧
衛
星
諸
国
を
包
含
す
る
交
易
経
済
圏
の
中
心
で
あ
る
ソ
連
邦
国

家
経
済
の
実
態
に
言
及
す
る
。
先
ず
戦
後
の
各
国
に
お
け
る
共
通
の
現
象
で
あ

る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
問
題
を
取
上
げ
て
み
る
Q
こ
の
現
象
は
、
東
欧
衛
星

諸
国
の
み
な
ら
ず
（
9
）
、
ソ
連
邦
に
と
つ
て
も
大
き
な
課
題
を
提
供
し
た
の
で

あ
る
（
1
0
）
、
（
11
）
・
莫
大
な
戦
時
費
支
出
を
必
要
と
し
（
N
）
・
一
般
消
費
物
資
の
生

産
を
極
度
に
ま
で
切
り
つ
め
た
独
ソ
戦
争
の
英
雄
的
勝
利
の
後
に
も
た
ら
さ
れ

た
こ
の
通
貨
膨
張
に
対
し
て
、
ゾ
連
邦
は
】
九
四
七
年
ご
一
月
一
四
日
通
貨
敢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

革
を
実
施
し
た
（
1
0
）
、
（
1
1
）
・
し
か
し
こ
の
対
策
が
十
分
所
期
の
目
的
を
達
成
し

得
た
か
否
か
、
な
お
今
後
の
問
題
と
し
て
の
疑
点
を
残
し
て
い
る
（
n
）
。

　
ソ
連
邦
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
及
ぴ
そ
の
対
策
は
、
交
換
川
具
と
し

て
の
通
貨
の
み
を
認
め
る
こ
の
祉
会
主
義
経
済
依
制
を
解
明
す
る
上
に
、
大
き

な
手
掛
り
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
西
欧
諸
国
特
に
合
衆
国
の
関
心

は
、
社
会
主
義
経
済
休
制
そ
の
も
の
の
理
論
的
解
明
で
は
な
く
し
て
実
態
的
観

察
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あ
る
・
し
た
が
っ
て
本
稿
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ぎ
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最
近
の
米
國
難
誌
に
現
わ
れ
た
ソ
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研
究
に
つ
い
て
（
一
、
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戦
後
の
ソ
連
邦
国
家
経
済
を
観
察
す
る
に
あ
た
つ
て
、
先
ず
経
済
再
建
の
問

題
が
研
究
の
対
象
と
な
る
（
1
2
）
・
ナ
チ
・
ド
イ
ッ
軍
に
よ
り
決
定
的
な
破
壊
を

生
産
施
設
に
蒙
つ
た
ソ
連
邦
に
と
っ
て
（
1
2
）
、
（
13
）
、
経
済
再
建
生
産
力
の
回
復

更
ら
に
は
増
強
が
、
第
三
勢
力
の
消
失
、
換
言
す
る
と
資
本
主
義
国
家
群
と
社

会
主
義
国
家
群
と
の
対
立
す
る
戦
後
に
お
い
て
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
休
制
の
維
持
強
化
、
引
い
て
は
世
界
革
命

の
実
現
ほ
、
生
産
力
の
こ
の
問
題
と
不
可
避
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
て
ソ
連
邦
は
こ
の
間
題
を
極
め
て
成
功
裡
に
解
決
し
つ
っ
あ
る
（
1
3
）
。

即
ち
重
工
業
部
門
及
び
農
業
に
お
い
て
ー
穀
類
の
収
穫
量
は
戦
前
に
及
ば
な
い

（
n
）
，
（
1
6
）
、
叉
原
油
は
資
源
的
に
不
足
を
感
ず
る
が
（
n
）
ー
そ
の
生
産
力
の
急

速
た
回
復
は
驚
異
的
で
あ
る
。
鉄
鋼
石
炭
及
ぴ
家
畜
に
つ
い
て
は
一
九
三
八
年

四
〇
年
の
水
準
を
遙
か
に
凌
駕
し
て
い
る
（
n
）
、
（
8
Q
叉
こ
の
再
建
の
努
力
は

主
と
し
て
重
工
業
部
門
で
あ
る
が
（
n
）
、
軽
工
業
及
び
｝
般
消
費
財
生
産
部
門

に
も
払
わ
れ
て
い
る
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）
o
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プ
・
レ
タ
つ
ア
独
裁
休
制
の
下
に
お
け
る
革
命
勢
力
の
主
動
的
地
位
を
占
め

る
も
の
は
、
労
働
者
に
外
な
ら
な
い
Q
し
た
が
っ
て
戦
後
ソ
連
邦
の
彼
等
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
は
非
常
に
大
き
い
の
で
あ
る
Q
即
ち
労
働
生
産
力
の
増
強
が
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

れ
で
あ
る
Q
そ
れ
が
た
め
に
労
働
の
時
間
宛
生
産
性
の
増
加
、
出
来
高
払
い
等

の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
ヨ
）
、
へ
2
0
）
o

　
叉
工
場
管
理
が
、
ソ
連
邦
の
中
央
機
関
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
緻
密
な
生
産

計
画
に
従
っ
て
、
強
力
な
統
一
的
監
督
機
関
の
下
に
公
）
、
（
3
7
）
行
わ
れ
る
こ
と

も
、
前
述
の
注
目
す
べ
き
生
産
力
の
回
復
と
関
連
し
て
触
れ
て
お
く
・

（
19
）
　
臣
び
量
琶
団
R
鴨
o
P
閃
畠
o
q
冨
目
ご
既
①
房
Φ
国
図
冨
邑
一
言
3
幹
～
9
§
・

　
賊
寒
。
。
矯
勺
。

（
20
）
　
ぎ
一
ρ
O
o
一
一
8
江
く
Φ
】
w
帥
茜
”
冒
ぼ
瞬
汐
夢
①
ω
o
註
9
d
包
o
⇒
，
塞
9
㌣

　
岩
亀
｝
寅
●
卜
。

（
2
1
）
　
国
q
鴨
壼
寓
●
国
巨
冨
畠
o
♪
目
言
勾
眉
器
一
睾
男
8
三
彗
一
9
国
鉱
咋

誉
鉾
嘔
博
ミ
電
参
豊

　
前
述
の
諸
論
文
の
外
に
、
な
お
幾
つ
か
の
研
究
が
あ
る
。
へ
19
）
は
｝
九
三

三
年
1
一
九
四
七
年
に
お
け
る
国
防
予
算
の
研
究
で
あ
る
Q
叉
（
20
）
は
労
働

協
約
に
関
す
る
ノ
，
ト
、
ソ
連
邦
の
人
口
統
計
は
（
21
）
に
お
い
て
取
扱
わ
れ

て
い
る
o

B
　
肚
　
會

　
　
検
　
　
閲

（
盟
）
　
U
ヨ
一
霞
一
国
三
貫
一
P
目
ぎ
＝
鴎
o
o
賄
距
ω
o
註
9
℃
3
繭
畠
u
o
鉾

　
遮
蕊
｝
目
ぎ
ト
§
Q
試
塗
§
ミ
ミ
魯
ミ
撃
（
以
下
』
●
ミ
。
と
称
す
）

（
23
）
　
『
魯
⇒
閾
一
ω
魯
o
さ
菊
蝿
器
鼠
げ
菊
巳
営
瞬
9
器
幹
　
O
界
送
＆
｝

　
捻
ミ
、
。
。
塞
暑
嚢
き
魯
（
以
下
霞
●
ミ
●
と
称
す
）

（
24
）
　
U
目
詳
菖
閃
巨
蒔
凶
フ
鼠
①
目
o
マ
ψ
o
h
　
9
ω
o
≦
o
鉾
》
ぼ
窪
o
弊

　嵐

象
o
。
”
匡
●
ミ
■

～
9
8
●

寒
？

臥
ε
雪



（
距
）
　
国
o
げ
①
旨
旨
簿
讐
8
暁
抽
ぞ
く
旨
け
ぼ
鮫
ぎ
昏
Φ
⇔
ω
●
¢
界
コ
N
蟄
＆
ミ

　
N
象
。
o
点
ド
§
ミ
臥
慧
馬
8
ぎ
謁
o
＆
象
心
・

（
％
）
『
o
ぎ
■
器
覧
o
コ
目
）
Φ
図
霧
黒
導
》
叶
冨
畠
§
園
舞
8
巨
翼
遷

　
む
捻
一
S
ミ
肉
s
、
瞥
蕊
Q
ミ
ε
・

（
22
）
の
論
稿
の
著
者
U
ぎ
一
淳
一
劇
巨
軽
⇒
は
、
独
ソ
戦
中
、
独
軍
に
捕
え

ら
れ
次
い
で
米
軍
に
よ
り
解
放
さ
れ
て
、
現
在
合
衆
国
に
亡
命
す
る
一
・
シ
ヤ

人
教
授
の
匿
名
で
あ
る
（
2
2
）
彼
が
・
シ
ャ
社
会
ソ
ヴ
エ
ッ
ト
休
制
を
嫌
悪
す
る

の
は
、
中
世
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
政
治
と
の
類
似
に
、
即
ち
全
入
類
を
共
産
主

義
イ
デ
オ
ロ
ー
ギ
ー
に
改
宗
せ
ね
ば
止
ま
ぬ
そ
の
宗
教
的
信
念
（
2
3
）
に
あ
る
o

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
信
念
を
基
調
と
す
る
ソ
ヴ
エ
ヅ
ト
休
制
は
厳
重
な

検
閲
須
）
、
（
2
5
）
に
よ
り
、
異
教
的
な
す
べ
て
の
研
究
言
論
を
拒
否
し
そ
の
出
版

を
許
さ
な
い
（
2
5
）
、
（
2
6
）
Q

　
　
教
　
育

　
】
九
】
七
年
の
革
命
当
時
、
文
字
を
解
す
る
者
は
僅
か
に
全
人
口
の
三
分
の

一
足
ら
ず
で
あ
っ
た
Q
し
か
し
ボ
ル
シ
エ
ヴ
ィ
キ
の
政
権
獲
得
後
、
こ
の
数
字

は
急
速
に
上
昇
し
て
い
る
（
勝
）
Q
こ
れ
ば
教
育
施
設
並
び
に
そ
の
他
の
文
化
施

設
の
充
実
に
、
多
く
の
努
力
が
払
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
が
（
％
）
、
翁
）
、
ソ
連
邦

に
課
せ
ら
れ
た
戦
後
の
経
済
的
問
題
が
教
育
年
限
の
短
縮
を
余
儀
な
く
し
て
い

届
箆
）
Q
次
ぎ
に
東
欧
衛
星
諸
国
の
学
校
教
育
に
言
及
し
て
み
る
Q

（
四
）
　
q
o
げ
昌
oo
。
菊
①
鴇
Φ
富
5
円
ぎ
国
鐸
暮
昌
一
g
ゑ
Φ
碧
g
・
留
慧
」
譲
9

　
添
●
＞
。

　
か
っ
て
、
こ
れ
ら
東
欧
衛
星
諸
国
の
学
校
教
育
は
、
教
育
の
機
会
と
言
5
点

に
つ
い
て
は
言
い
得
な
い
が
、
相
当
に
発
達
し
た
教
育
水
準
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教

の
影
響
を
大
分
に
受
け
て
い
る
こ
と
を
も
つ
て
特
色
づ
け
ら
れ
て
い
た
（
2
7
）
o

　
　
　
　
最
近
の
米
國
雑
誌
に
現
わ
れ
た
ソ
聯
邦
研
究
に
つ
い
て
（
一
）

こ
れ
ら
束
欧
諸
国
は
、
ソ
ヴ
エ
ッ
ト
陣
営
に
包
含
さ
れ
る
や
教
育
行
政
に
コ
っ

の
方
針
を
採
用
し
た
Q
即
ち
普
通
教
育
の
徹
底
と
、
学
校
教
育
の
宗
教
的
拘
束

か
ら
の
解
放
が
こ
れ
で
あ
る
（
2
7
）
、
（
74
）
。

　
し
か
し
ソ
連
邦
が
重
．
点
を
置
く
も
の
は
、
・
党
機
関
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
各
国

共
産
党
指
導
者
及
ぴ
一
般
労
働
著
を
対
象
と
す
る
共
産
主
義
理
論
の
教
育
で
あ

る
（
6
）
Q
な
お
こ
の
教
育
宣
伝
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
邦
内
に
お
い
て
亀
常
に
絶

大
の
努
力
が
払
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
要
機
関
は
中
央
委
員
会
に
所
属
す
る
宣

伝
煽
動
局
で
あ
る
愈
這

　
ソ
連
邦
及
び
東
欧
衛
星
国
の
学
校
教
育
及
び
一
般
教
育
に
つ
い
て
概
観
し
た

が
、
こ
れ
と
関
連
し
て
ソ
連
邦
社
会
内
に
お
け
る
頭
脳
労
働
者
の
進
出
が
認
め

ら
れ
る
（
肪
）
。
こ
れ
は
専
門
的
諸
部
門
特
に
行
政
部
門
に
薯
し
い
の
で
あ
る
（
3
5
）
。

こ
の
傾
向
は
第
コ
次
大
戦
後
の
ソ
連
郭
社
会
に
お
け
る
吋
つ
の
変
化
で
あ
る

が
、
そ
の
勉
に
顕
薯
な
幾
つ
か
の
変
化
を
見
出
し
得
る
Q
以
下
こ
れ
ら
を
紹
介

し
よ
う
o

　
　
戦
後
の
批
會
的
攣
化

（
28
）
≧
霞
言
溶
一
〇
。
q
｝
霊
鼠
ξ
四
呂
O
置
器
げ
営
夢
①
b
。
ψ
葺
鶏
q
9

　
ω
・
ω
．
即
翼
遷
嵐
粟
静
卜
卜

（
圏
）
　
男
3
留
話
o
犀
ρ
国
胃
鮫
げ
8
尾
b
一
月
げ
①
ω
o
く
一
9
ご
鼠
o
”
げ
9
胡
8
旨

　
ミ
胃
霜
呂
O
o
む
≦
胃
。
｝
爵
璽
賊
象
静
卜
ト

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
家
庭
生
活
が
重
要
視
さ
れ
て
来
た
Q
即
ち
健
全
な
家
庭

生
活
は
共
産
主
義
者
の
養
育
所
で
あ
り
y
社
会
主
義
体
制
の
強
化
世
界
革
命
の

原
動
力
を
提
供
す
る
場
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
2
8
）
Q
こ
の
方

針
に
基
、
い
て
法
律
上
冨
鴨
馨
R
8
冒
鎖
霞
凶
鎖
①
と
、
号
詩
9
0
目
帥
践
鼠
囎
，

庶
子
と
嫡
出
子
の
区
別
、
離
婚
へ
の
諸
制
約
、
人
口
増
殖
政
策
が
採
ら
れ
て
い

五
九



最
近
の
米
國
難
誌
に
現
わ
れ
た
ソ
聯
邦
研
究
に
つ
い
て
（
一
）

る
（
2
8
）
Q

　
次
ぎ
に
宗
教
に
関
す
る
政
策
の
変
化
が
独
軍
侵
入
直
後
生
じ
た
Q
即
ち
キ
エ

フ
及
び
ガ
リ
シ
ヤ
の
大
司
教
の
任
命
に
始
ま
り
、
こ
こ
に
復
活
し
た
ギ
リ
シ
ヤ

正
教
は
、
国
家
の
宗
教
政
策
の
意
図
に
合
致
し
戦
争
の
遂
行
に
精
神
的
物
質
的

舞
与
を
し
た
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
（
2
8
）
Q
即
ち
宗
教
政
策
に
現
わ
れ
た
具

依
的
変
化
と
し
て
、
一
九
四
三
年
ギ
リ
シ
ヤ
正
教
会
宗
務
会
議
が
設
置
さ
れ
た

の
で
あ
る
（
2
8
）
Q
又
戦
時
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ヘ
　
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム

の
思
想
が
一
部
に
お
い
て
鼓
吹
さ
れ
た
こ
と
も
注
口
す
べ
き
点
で
あ
る
（
2
8
）
、
」

（
3
5
）
Q

　
こ
れ
ら
幾
つ
か
の
変
化
は
、
第
二
次
大
戦
を
契
機
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
戦
時
中
、
ソ
連
邦
は
連
合
国
側
特
に
合
衆
国
か
ら
莫
大
な
援
助
を

受
け
た
Q
か
か
る
援
助
の
す
べ
て
が
軍
需
品
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
こ
の
問
に
ソ
連
邦
人
民
が
、
少
か
ら
ぬ
合
衆
國
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
も

無
視
出
来
な
い
（
1
2
）
、
（
29
）
Q

（
3
0
）
　
『
o
げ
μ
固
㎝
魯
o
さ
2
0
国
①
罫
協
g
窪
①
≦
Φ
胃
鴇
国
蕊
獣
”
畠
・
留
黒
・

　
む
＆
｝
霞
．
竃
。

（
肛
）
　
勺
霞
2
国
■
O
o
ぎ
o
算
”
娼
o
暮
名
胃
ω
o
≦
9
固
8
一
〇
騎
零
塞
9
健
む
亀
”

　
』
。
』
．

（
3
2
）
　
Z
一
8
一
器
閏
節
冨
”
閃
①
8
濤
目
㌧
o
呂
の
汐
ω
o
く
一
9
国
負
自
9
註
自
●
ミ
a
突

　
嵐
鼠
静
卜
。
卜
。

（
3
3
）
　
ω
R
鴨
畠
網
畏
o
冨
0
7
悶
o
簿
名
畦
匹
馨
o
ぼ
o
巴
閃
o
器
畦
魯
ぎ
些
①

　
o
Q
o
≦
9
q
巳
9
。
鼠
9
健
む
む
”
卜
卜

（
罰
）
　
O
g
巴
q
O
馨
①
♪
ω
9
①
⇒
江
愉
o
図
窃
o
胃
魯
言
叶
げ
①
q
●
ω
・
の
．
閃
●
嚇

　
O
茜
彗
凶
鋸
註
g
導
q
国
嘗
”
一
⇒
堕
§
健
む
奢
噛
卜
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
以
上
に
お
い
て
ソ
運
邦
社
会
に
関
す
る
諸
論
文
の
紹
介
を
終
る
が
、
ソ
ヴ
エ

ッ
ト
人
民
の
日
常
生
活
を
紹
介
す
る
論
稿
（
3
0
）
、
そ
の
思
考
傾
向
特
に
定
型
化

を
指
摘
す
る
研
究
a
）
、
叉
戦
後
の
教
育
（
3
2
）
及
び
諸
科
学
に
つ
い
て
の
論
文

（
33

）
、
（
拠
）
を
数
え
る
Q

C
　
政
』
治

　
　
ソ
聯
邦
共
産
黛

（
3
5
）
　
寓
〇
二
①
閂
即
ぎ
ω
0
9
唱
o
馨
毛
舘
図
〇
一
①
o
協
甚
o
O
o
ヨ
臼
瓢
巳
辞
弼
胃
な
曾

　
冒
曽
団
一
漣
O
｝
》
距
．

「
・
…
労
働
者
階
級
及
び
勤
労
者
の
そ
の
他
の
層
の
中
、
最
も
積
極
的
且

つ
意
識
的
な
国
民
は
社
会
主
義
制
度
の
強
化
及
び
発
展
の
た
め
の
闘
争
に
お
い

て
勤
労
者
の
前
衛
部
隊
を
な
し
、
且
つ
勤
労
者
の
総
べ
て
の
公
共
的
並
び
に
国

家
的
団
休
の
指
導
的
核
心
を
な
す
全
連
邦
共
産
党
（
ボ
ル
シ
エ
ヴ
イ
キ
ー
）
に

団
結
す
る
」
（
山
之
内
一
郎
、
　
ソ
聯
邦
の
憲
法
）
と
、
ソ
連
邦
憲
法
第
二
日
六

条
は
規
定
す
る
Q

　
こ
の
条
文
は
一
九
三
六
年
制
定
の
ス
タ
ー
リ
ソ
憲
法
に
あ
っ
て
始
め
て
見
出

さ
れ
る
条
文
で
あ
り
、
同
時
に
ソ
連
邦
共
産
党
に
関
す
る
唯
日
の
憲
法
的
規
定

で
あ
る
Q

　
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
国
家
権
力
の
完
全
な
掌
握
を
通
じ
て
、
政
治
的

抑
圧
経
済
的
搾
取
及
び
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
資
本
主
義
的
諸
要
素
と
の
闘
争

は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ズ
ム
の
必
然
的
顕
現
で
あ
り
、
ζ
の
よ
う
な
理
論
的

基
礎
に
立
つ
ソ
連
邦
国
家
機
構
は
、
こ
の
目
的
遂
行
の
集
中
的
な
発
現
形
態
に

外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
Q

　
そ
し
て
ソ
連
邦
共
産
党
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
の
前
衛
と
し
て
、
そ
の
組
織



的
な
指
導
的
核
心
と
し
て
、
即
ち
国
家
機
関
と
の
密
接
な
関
係
を
絶
え
ず
保
持

す
る
こ
と
に
よ
ワ
て
、
ソ
ヴ
エ
ヅ
ト
国
家
の
独
裁
的
な
強
権
的
支
配
に
奉
仕
す

る
と
同
時
に
、
そ
の
強
大
な
党
組
織
と
人
民
大
衆
と
の
結
び
つ
き
を
通
じ
て
、

民
主
主
義
的
な
ソ
ヴ
エ
ッ
ト
権
力
の
運
営
に
努
力
す
る
Q
し
か
し
て
、
共
産
主

義
革
命
の
遂
行
に
主
動
的
な
役
割
を
果
さ
ん
と
す
る
こ
の
ソ
連
邦
共
産
党
は
、

第
コ
次
大
戦
後
ど
の
よ
ろ
な
変
化
を
示
し
て
い
る
か
。
先
ず
党
員
数
の
急
速
な

膨
張
が
認
め
ら
れ
る
9
）
。

　
こ
の
現
象
は
、
戦
時
に
お
い
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
及
び
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ

ム
の
色
彩
を
っ
て
政
策
を
着
色
し
て
来
た
傾
向
と
同
様
、
大
衆
の
強
力
な
支
持

を
必
要
と
L
た
党
の
方
針
に
基
く
も
の
で
あ
る
（
3
5
）
Q
入
党
資
格
と
し
て
は
一

九
四
叫
年
に
そ
の
ラ
ン
ク
が
緩
和
さ
れ
、
そ
の
結
果
一
九
四
七
年
に
は
六
三
〇

万
に
達
し
て
い
る
o
こ
の
数
字
は
、
従
来
の
小
数
精
鋭
主
義
の
方
針
に
、
単
な

る
量
的
な
問
題
を
提
供
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
労
働
者
兵
士
に
比
較
し
て
イ
ン

テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
の
相
対
的
増
加
と
言
う
質
的
問
題
を
も
、
包
含
し
て
い
る
の
で

あ
る
（
3
3
）
o

　
叉
戦
時
に
於
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
及
び
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
の
思
想
が
強
調

さ
れ
、
革
命
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
階
級
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
代
っ
た
か
の
印
象
を
与
え

た
が
、
併
し
こ
の
傾
向
は
飽
く
迄
も
大
衆
動
員
の
必
要
上
採
ら
れ
た
便
宜
的
方

法
で
あ
り
、
主
動
的
勢
力
ほ
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
こ
ズ
ム
の
線
を
緊
持
し
て
来
た

の
で
あ
る
Q
し
か
も
、
前
述
の
傾
向
は
戦
後
直
ち
に
清
算
さ
れ
て
い
る
（
蹄
）
Q

（
茄
）
　
O
胃
鵠
団
昌
ま
5
膚
冨
国
く
〇
一
暮
一
g
o
既
夢
o
男
o
一
一
菩
自
o
。
暫
慧
●

　
N
譲
曾
9

（
3
7
）
■
o
鼠
・
2
①
β
個
鷺
∪
目
冨
国
房
巨
一
昌
ポ
評
o
庸
o
里
9
巴
望
魅
…
日
げ
o

　
．
、
毎
陰
母
彗
冨
．
｝
9
昏
Φ
O
聲
霞
毘
O
o
g
旨
一
ヰ
8
｝
O
o
巨
巨
“
巳
・
什
b
胃
な

　
　
　
　
最
近
め
米
國
難
誌
に
現
わ
れ
た
ソ
聯
邦
研
究
に
つ
い
て
（
一
）

　
o
隔
窪
①
ω
o
≦
9
q
菖
o
F
§
嘆
む
輻
魯
卜
ト

　
ソ
連
邦
共
産
党
の
指
導
的
役
割
及
び
戦
後
の
姿
、
即
ち
党
員
の
増
加
、
イ
デ
オ

ロ
、
ギ
ー
的
変
化
に
つ
い
て
、
前
に
概
略
し
た
が
、
こ
こ
で
党
組
織
を
述
べ
た
い

と
思
う
Q

　
ソ
連
邦
共
産
党
の
最
高
機
関
は
、
ソ
連
邦
大
会
で
あ
る
が
（
覚
蜆
約
第
二
九

條
）
、
事
実
上
党
務
を
執
行
し
党
を
代
表
す
る
機
関
は
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委

員
会
で
あ
る
。
こ
の
党
中
央
委
員
会
は
、
附
属
機
関
と
し
て
政
治
局
臨
W
、
（
3
6
）

書
記
局
、
組
織
局
（
3
5
）
、
及
び
統
制
委
員
会
を
、
更
ら
に
党
の
決
議
を
実
行
す

る
実
践
的
活
動
の
た
め
に
数
個
の
局
及
び
部
を
有
す
る
。
し
か
し
て
、
こ
れ
ら

数
個
の
局
及
び
部
よ
り
な
る
こ
の
機
関
（
3
7
）
は
、
党
務
執
行
の
常
務
機
関
で
あ

る
書
記
局
に
直
接
責
任
を
負
う
（
3
7
）
。

　
一
九
三
六
年
の
党
規
約
に
よ
る
と
、
こ
の
梅
関
は
人
事
局
、
宣
伝
煽
動
局
、

組
織
指
導
部
、
農
業
部
及
び
学
校
部
の
二
局
三
部
か
ら
な
ワ
て
い
る
が
、
一
九

三
八
年
の
党
規
約
に
お
い
て
は
更
ら
に
多
く
の
局
及
び
部
を
数
え
る
こ
と
が
出

来
る
。
即
ち
こ
の
機
関
は
覚
の
指
導
方
針
乃
至
ソ
連
邦
政
策
の
要
求
に
基
い

て
、
従
来
屡
よ
変
更
が
加
え
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
態
様
を
把
握
す

る
こ
と
は
必
ず
し
も
平
易
で
な
い
（
3
7
）
。
し
か
し
そ
の
機
構
及
び
機
能
紀
正
し

く
・
把
握
す
る
こ
と
は
、
ソ
連
邦
政
治
の
実
態
を
理
解
す
る
上
に
極
め
て
電
要

な
手
掛
り
を
与
え
る
の
で
あ
る
（
3
7
）
Q

　
　
國
家
機
構

（
3
8
）
智
一
貯
β
日
。
誤
叶
9
醤
①
の
。
く
一
9
頴
自
Φ
量
ぎ
巨
§
魂
魯
む
む
”
9

（
鵠
）
　
q
o
ぎ
2
●
頃
欝
胃
斜
℃
o
一
試
o
巴
臣
α
旨
巳
・
霞
”
江
o
μ
讐
山
身
島
o
包

　
ぎ
夢
①
娼
ω
’
ω
。
即
■
旨
8
夢
。
譲
睾
旨
鋒
璽
恥
。
。
齢
卜
卜

（
如
）
　
寓
帥
詩
≦
呂
紘
o
貫
ピ
o
昌
昌
、
m
U
Φ
ヨ
o
o
醤
2
彗
α
乙o
叶
巴
ぎ
、
幹
き
＆
便

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
最
近
の
米
國
雑
誌
に
現
わ
れ
た
ソ
聯
邦
研
究
に
つ
い
て
（
一
）

　
む
＆
｝
勺
●

　
ソ
ヴ
エ
ッ
ト
連
邦
共
和
国
（
3
8
）
は
、
一
九
四
五
年
九
月
に
戦
時
依
制
を
解
休

し
、
一
九
四
六
年
二
月
に
は
ソ
連
邦
最
高
ソ
ヴ
エ
ッ
ト
会
議
選
挙
濁
）
を
実
施

し
た
Q
こ
の
機
会
に
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
が
、
被
選
挙
年
齢
の
引
上

げ
の
外
に
実
質
的
な
変
更
は
な
い
（
39
）
。
唯
特
に
指
摘
し
得
る
こ
と
は
、
立
法

部
門
に
お
け
る
討
議
の
活
発
化
（
3
9
γ
－
所
謂
自
由
討
議
で
は
な
い
が
i
及

び
中
央
統
一
的
集
権
化
の
傾
向
（
竃
只
脚
）
、
行
政
技
術
の
重
視
（
3
7
）
が
認
め
ら

れ
る
Q

　
な
お
、
以
上
の
諸
研
究
の
外
に
次
の
論
文
が
あ
る
Q

（
4
1
）
　
田
鶏
〇
一
α
9
閃
臼
旨
帥
フ
日
密
O
鼠
昌
①
5
㎎
o
o
協
の
o
証
9
目
帥
≦
b
8
●

　
N
寒
o
。
9
爲
亀
～
9
挙
嵐
象
静
寅
●
い

（
姐
）
　
ミ
”
躍
o
ロ
劇
．
≦
巴
浮
㌔
o
目
試
o
”
一
b
畦
江
畠
問
ぎ
夢
o
国
器
匹
9
⇒

　
U
包
β
9
。
ロ
．
㍉
§
ミ
N
題
P
臼
語
Q
～
o
ざ
噌
§
＆
蔑
鼠
o
亀
ミ
8
寅
跳
怖
ミ
璽
。

（
43
）
H
〈
目
国
プ
臼
器
ぎ
～
■
睾
ぎ
冨
d
げ
低
o
匿
■
o
邑
貸
再
ロ
壼
。q
酔
O
o
－

　
o
弱
呂
①
3
》
～
9
8
●
駄
鴨
む
｝
詣
●
、
。

（
4
4
）
　
ミ
一
一
一
蜀
目
》
即
塁
即
目
ぎ
O
巳
咬
一
齢
o
協
ω
8
一
巴
㎡
目
・
』
℃
試
N

　
N
も
噺
P
目
、
ミ
恥
0
9
＆
の
ミ
騨
o
o
o
●

（
4
5
）
国
9
巴
ユ
目
ぎ
ヨ
冨
o
y
日
冨
oo
一
置
㎎
σ
q
一
〇
ぎ
夢
o
国
器
目
一
ぎ
。
卜
捻
蕊
胸

　
量
竃
｝
き
憶
ミ
㌧
9
蕪
塗
（
以
下
ミ
●
＞
と
略
す
）

（
4
1
）
は
英
米
法
理
論
の
立
場
か
ら
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
法
理
説
乃
至
ソ
ヴ
エ
ッ

ト
法
理
論
を
批
判
す
る
論
文
で
あ
る
。
（
4
2
）
ほ
帝
政
末
期
に
お
け
る
諸
政
党

に
つ
い
て
、
八
娼
）
は
、
，
仏
人
国
跨
o
簿
O
o
豊
邑
角
昌
（
お
b
o
望
紹
）
の
政
治

思
想
の
紹
介
、
（
44
）
に
お
い
て
は
共
産
主
義
を
解
説
し
、
民
主
主
義
的
杜
会
主

議
の
具
体
的
在
り
方
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ュ
ダ
ノ
フ
と
マ
レ
ン
コ
フ
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

立
し
た
根
拠
、
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
対
外
政
策
上
の
変
化
を
説
明
す
る
論
稿

が
（
4
5
）
で
あ
る
Q

（
以
上
二
五
・
｝
嚇
・
三
〇
記
す
。
以
下
紙
面
の
都
合
に
て
七
月
號
に
掲
載
の

豫
定
。
）


